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現代日本語接続詞研究文献一覧（上）  

馬 場 使 臣  

概  要  

本稿は、作成者が2007年4月現在までに知り得た現代日本語の接続詞に関する研  

究文献（1945年以降）を示したものである。紙幅の都合により、本稿では1989年ま  

でに発表された研究文献を示す。1990年以降の文献については続篇で示す予定であ  

る。   

凡  例   

1 採録範囲は、原則として次の通りである（一部例外もある）。  

（1）日本語の接続詞及び接続詞的櫻能を持つ表現に関する研究文献を対象とす  

る。語論・文論・文連接論・達文論・文章論・談話分析等の研究領域を広く含  

める。日本語学・言語学以外の研究領域の研究文献も知り得た範囲で対象とす  

る。国語教育及び日本語教育の領域での、学習指導や習得に関わる文献も知り  

得た範囲で対象とする。  

（2）現代語の接続詞に関する記述を含む研究文献を対象とする。方言等に関する  

研究文献は除く。   

ほ）使用言語は日本語とする。  

（4）1945年以降に公刊された研究文献を対象とする。  

（5）学会・研究会等での口頭発表及びその要旨、事典・辞典類の項目、書評は対  

象から除く。日本語学及び文法論の概説 書は対象から除く。  

（6）作成者が2007年4月現在までに知り得た研究文献を対象とする。  

2 「接続詞」の範囲は、原則として次の通りである。  

（1）文と文との接続機能を持つ接続詞及び接続詞と同様の機能を果たす連語（接   

続語、接続語句、接続表現、複合接続詞等）を「接続詞」とする。  

（2）節と節との接続機能を持つ接続助詞及び接続助詞と同様の機能を果たす連語   

（接続語、複合接続助詞等）を主な対象とする研究文献は含めない。ただし、「接  

続詞」に関する記述が含まれている場合は、採録した研究文献もある。  

（3）文連接論・達文論・文章論・談話分析等の研究文献の採録については、作成   

者の判断で、「持続詞」に関する記述が一部含まれていれば採録した研究文献  

もある。  

3 記載方法等は次の通りである。  

（1）配列は発表年順とする。同一一発表年の場合は、原則として執筆者・編著者の  
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氏名の五十音順に配列する。  

（2）雑誌論文は、執筆者（発表年）「論文名」「掲載雑誌名』巻号（発行元）頁番   

号．注記を記載する。国語掲載の論文は、執筆者（発表年）「論文名」編著者  

名『吉名』（発行元）頁番号．注記を記載する。園普は、編著者名（発表年）F書  

名』（発行元）．注記を記載する。  

（3）「注記」には内容を示すメモ及び再録図帯等の情報を記したが、網羅的では  

ない。  

（4）発行元が大学内の機関・学会等の場合は大学名のみ示す。雑億名に大学名が  

含まれる場合は発行元を省略する。以下の雑誌は発行元を省略する。  

F計昂国語学』（計見開語学会） 『月刊文法』（明治暫院） F言語j（大   

修館弄店） F言語生活』（筑摩書房）『国語学』（日本語学会、旧国語学会）   

『国語国文』（京都大学文学部国語学国文学研究室） 『国語と国文学」（東京  

大学国語国文学会） r国文学 解釈と鑑賞』（至文堂） 『国文学 解釈と  

教材の研究』（学燈社） 『日本語学』（明治吾院） 『日本評教育j（日本語  

教育学会） F日本語文法』（日本語文法学会） r表現研究』（表現学会）  

（5）論文集の編者名を省略した場合がある（特に記念論集や講座）。  

（6）人名以外は原則として新字体に統一する。人名についても原則として新字体  

に統一するが、例外的にl！」字体にする場合もある。  

（7）○付き数字は○をはずす。ローマ数字のl、□、V等は、英字のⅠ、1Ⅰ、V等  

とする。   

付  記  

本稿は、Web上で公開している「接続詞関係研究文献一覧（2007．1．9）」  

（http：／／www．sap．hokkyodai．acJp／baba／home／setuzokusi，h［m）を増補したものであ  

る。Web公開版は随時更新を行っている。   

国語教育・言語発達、日本語教育に関する研究文献の概要は、馬場使臣（2005）「阿  

語教育における接続詞指導・習得に関する研究文献とその概要」『札幌国語研究』10  

（北海道教育大学国語国文学会・札幌）、馬場使臣（2006）「日本語枚育における接  

続詞指導・習得に関する研究文献とその概要」『札幌国語研究』11（北海道教育大  

学国語因と学会・札幌）に発表している。   

作成者の調査不足による採録漏れや記載内容の誤記・不備等があればご寛恕願い  

たい。採録漏れ・誤記等の情報を作成者までお知らせいただければ幸いである。  

l埠枝誠記（1950）『日本文法 口語篇』（岩波寮店）．247－248頁「第四章 文章論」（接   

続詞研究の革質性）、137－150頁■「接絹詞」  

国立［爾吾研究所〔永野賢〕（1951）F現代語の助詞・助動詞一用法と実例－』（国立   

国許研究所報告3）（秀英出版）．接続詞もー郡収載  

湯沢幸．■F郎（1951）r現代口語の実相』（門文社）．310－312頁「それだのに」「それ  
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なのに」  

阪倉篤義（1952）『日本文法の請』（創元社）．3ト39頁・224－233頁・接続詞、阪倉1974  

佐久間鼎（1952）『現代日本語法の研究』（改訂版）（恒星社厚生閤）．19－40頁「三   

接続詞の機能」、321345頁「二○ 吸着語」、1940初版・厚生閤  

鶴田常吉（1953）『日本文法学原論 前篇』（関書院）．411－423頁「定位副詞」「体   

格助詞（格助詞）」  

鶴田常吉（1953）『日本文法学原論 後篇』（関蕃院）．364－389頁「位」（連接関係）   

の分類  

永野賢（1953）「表現文法の問題一複合辞の認定について－」r金田一博士古稀記念   

言語・民俗論叢』（三省堂）95－120頁．複合摸続詞、永野1970  

大石初太郎（1954）「日常談話の接続詞」『言語生活』36 37－42見 大石1971  

時枝誠記（1954）『日本文法 文言行翫（岩波葦店）．355－361頁「文章論 五 文章   

の展開と接続詞」  

森岡健二（1954）「志賀直哉の用字と用語」『言語生活』37 ユ4－19見 志賀直哉の   

接続詞  

巳野欣一（1955）「機能文法はなぜ行われないか一文法指導の現状分析と今後－」『実   

践国語」173（実践国語績集所／穂波出版社）56－59，73頁．国語教育・言語発達、   

接続詞の学習  

森素敵（1955）「接続副詞における助詞性副詞の成立」『国語国文』24－7 ト16頁．   

複合接続詞、森重1964  

荒正人（1956）「『が』（言語時評）」『言語生活』56 52釘．接続詞「が」  

井伏鱒二（1956）「「が」「そして」「しかし」一文膿は人の歩癖に似てゐる－」F文   

学界』10－8（文賓春秋新社）30－3Z頁．  

川端善明（1956）「接続関係と関係接続表現」r国語国文』25－118699頁．  

小林英夫（1956）「文体－しかし主として文体にいたるまでの考察－」r講座日本語   

第六巻 国語と国字』（大月許店）56－70毘 文間文法、接続詞、接続語  

佐伯哲夫（1956）「「ていねい調」について」r実践国語』186（実践国語研究所／穂   

波出版社）2125頁．文頭の接続詞「ですが」「ですから」「ですけれど」、佐伯1976  

田中準（1956）「日本語の接続法の特色一語の二重機能について－」r言語生i乱52   

66－72頁．国語教育・言語発達  

秋池敏明（1957）「読解指軌こおける接続詞・代名詞（指示語）の重要性について」   

『実践同語J200（実践国語研究所／穂波出版社）30－34頁．国語教育・言漕発達、   

秋池1960  

市川孝（1957）「文章の構造」『現代国語学It ことばの体系』（筑摩書房）279－306   

頁．接続詞の分類、市川1978  

伊東充（1957）「接続詞の→考察」『同語国文学研究論輯』2（北海道学芸大学札幌   

分校）27－28頁．卒業論文要旨  

大田トミ子（1957）「学竜の接続表現について－イ乍文「運動会」の考察一」『国文学  
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放』18（広島大学）69－75頁．同語教育■言語発達  

森頚敏（1957）「並立副詞と群数副詞との設定」『国語国文』26－ユ01－L9頁．森乗1964  

望月誼三（1957）「つづりかたと文法 子どもたちの文のつづけかたと気持の表わ   

しかた」r言語生活』6615－24頁．国語教育・言語発達、接続詞の使用  

市川孝（1958）「ことばの使い方一代名詞・副詞・接続詞－」r日本文法講座5 表   

現文法』（明治書院）157－176貫．接続詞の権能・分類、文体との関連  

井手至（1958）「副用語の機能」r人文研究』9－2（大阪市立大学）ト23頁．接続詞   

の位置付け  

遠藤嘉基（1958）「接続詞が使えない」F言語生活』87 24－25頁．同語教育・言語   

発達  

黒田正二郎（1958）「文脈をはっきりさせること」『季刊国語教室』6（国語教室友   

の会（中央図車出版社））6－10頁．国語教育・言語発達、小学校国語教科書及び   

児亜・生徒作文の接続詞・指示語  

塚原鉄雄（1958）「接続詞」『抗日本文法講座1文法各論編』（明治斉院）156－J74   

頁．  

林四郎（1958）「児蔑文章の言語分析」F教育研究』13－5（東京教育大学附属小学校   

初等教育研究会）33－39頁．国語教育・言語発達、作文の接続詞、林1975  

林四郎（1958）「民衆に語りかける言語一課題解決場面で使われたことばとしての   

選挙公報文章の分析覚え市き－」『文学』26－6（岩波雷店）76－90日．接続詞の使   

用、林1975  

堀田安治（1958）「文脈」『続日本文法講座3 文章編』（明治辛院）8ト107頁．接   

続語・接続詞  

三尾砂（1958）『話しことばの文法』（法政大学出版局），183187∫い文体と接続詞   

の呼応  

森田良行（1958）「文章論と文章法」F国語学j32 9ト105頁．接続詞の二塞使用、   

森田1993  

芦沢節（1959）「作文能力の発達過程－ひとりの児黄の文章構造力を中心として一」   

r国立国語研究所論集1 ことばの研究』1（国立国語研究所）397－410頁．国   

語教育・言語発達、接続詞の発達  

生熊文雄（】959）「文脈の指捌こおける接続詞一四年生の同語指導記録から－」「教   

育研究J14－11（東京教育大学附属小学校初等教育研究会）66－68頁．国語教育・   

言語発達  

市川孝（1959）「文章構造の考察」『国文学 解釈と鑑賞』247 73178頁．連接類   

型  

遠藤素基（1959）「国語国字問題」r言語生活』9014－15頁．接続詞と現代人の論   

理的思考  

大石初太郎（1959）「子どものことばの文法的乱れ」r児章心理』13－12（児童研究   

会／金子書房）4045頁．国語教育・寓語発達、小学生作文の接続詞の誤用、大  
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石1971  

倉澤栄吉 （1959）『文法指軌（朝倉吾店）．国語教育・言語発達、145148頁 「第ⅠⅠⅠ   

節ノ」、学校の文法指導の体系 （4）〈つなぎこと古か」、小学校教科書に現れた接   

続詞の調査  

桑門便成（1959）『国語文体論序説』（誠信書房）．「第4章文体論の習作一堀辰雄と   

その周辺－」「第5章文体論から見た女流作家」、接続詞の使用  

土田茂範（1959）「低学年における接続語の指導」『ことばの教育』109（日本ロー   

マ字教育会）11－12頁．国語教育・言語発達、接続詞の指導  

永野賢（1959）『学校文法 文章論j（朝倉書店），文の連接（接続詞）  

西山欣爾（1959）「接続詞の意養分類」『国語教室』85（大修館書店）12－19頁．接   

続詞、条件的接続、列叙的接続  

橋本進吾（1959）F国文法体系論』（橋本進吉著作集 第七冊）（岩波再店）．112－113   

頁・接続詞  

吉田精一（1959）「理想と良識の文章」川端康成・臼井吉見・福田清人礪『現代文   

章講座 文＝▲音の鑑賞』（東西文明社）134－169頁．志賀直哉の接続詞  

秋池敏明（1960）「読解指導における接続詞・代名詞（指示語）の圭要性について」   

『実践国語教育』233（実践国語教育研究所／穂波出版社）194－198頁．国語教育・   

言語発達、秋池1957  

井上敏夫（1960）「良文発見（一）－接続詞を節約してみよう－」『同語教室』103（大   

修館書店）10－12頁．国語教育・言語発達  

落健一（1960）「接続詞について」『文法教育』1（広島大学）50－56見所属語彙、   

品詞分類上の問題点等  

永野賢（1960）「現代文の接続語の機能と解釈」F講座解釈と文法7 現代文』（明   

治雷院）133160頁．  

林四郎（1960）㌃基本文型の研究』（明治書院）．51－63・73－78頁・会話冒頭の「し   

かし」「だけど」等  

古田拡（1960）「助詞・助動詞および接続詞」『教育科学同語教育』2－1（明治図書）  

1－8頁．国語教育・言語発達、接続詞の指導  

堀川勝太郎（1960）『文章の論理と読解指導一文脈展開の法則性－』（明治需院），   

国語教育・言語発達  

宮地裕（1960）「文脈と文法」『講座解釈と文法7 現代文』（明治書院）55－79頁．   

接続詞の機能、宮地1971  

生熊文雄・佐藤良書・根本今朝男・北川貞雄・萩原昭・田中光穂／鈴本敬司（文責）   

／文法教育研究グループ（1961）「読解と表現の橋渡し－「接続語」の指導を中   

心に一」『教育科学国語教育』3－10（明治園帯）72－79民 国語教育・言語発達、   

接続詞の指導  

前川清太郎（1961）「芥」ll龍之介の文体」『教室の窓 中学国語』25（東京教育研究   

所）5－7頁．接続詞の使用  

－ 5 一   



LU崎久之（1961）「文体と用語」『言語生活』123 34－40頁．接続詞と文体（「です」   

体・「だ」体）  

芳賀絃（1962）『日本文法教室一（東京堂出版）．175－185頁（副用言）承前副詞・並   

立連体詞  

土部弘（1962）「文章の展開形態－〈文脈〉 と く構成〉－」『国語学』5133－43頁．   

土部1973  

市川芋（1963）「児童の文体」『児童心珊J17－6（児童研究会／金子書房）55－61民   

国語教育・言語発達、連接関係と発達段階  

甘帖孝（1963）「文章論」『国語シ リーズNo．57 文章表現の問題』（教育図書）7－46   

頁．文部省国語シリーズ、招統語句の機能・類型、接続詞の二重使用、市川1975、   

市川1978  

教科研東京国語部会・言語教育研究サークル（1963）『文法教育 その内容と方法』   

（寄書房）．国語教育・言語発達、48－49頁・220－221頁「接続詞」「接続詞なみの   

語句」（複合接続詞）  

永尾章曹（1963）「井伏鱒二の作品における一問題－「のだ」終止の文を中心に－」   

『国文学致』30（広島大学）53－63頁．接続詞と「のだ」  

藤井文英（1963）「低学年国語教科許にあらわれた連接関係と形式」『研究紀要』44   

（福井県教育研究所）113128見 国語教育・言語発達  

三原長（1963）「教科苦にあらわれた接続詞」F国語研究』42（愛媛国語研究会）73－79   

頁．国語教育・言語発達  

森岡健二（1963）F文章構成法 文章の診断と治轢』（至文教）．国語教育・言語発達、   

授精詞の使い方の問題点  

渡辺莫（1963）「現代文章の特質」F落嘩現代語5 文章と文体』（明治書院）1935   

風 現代語の特質の一つとしての接続詞の発達、「ところが」の成立  

大石初太郎（1964）「省略文【謡しことばにおける文の問題－」『国’文学 言語と文   

芸』6－2（東京教育大学）54－65頁．先行文の省略による接続詞（的形式）の存在、   

「というわけで」「とはいうものの」「というのは」「だけど」「だが」等、大石1971  

杉山栄一（1964）「接続詞」F講座現代語6 口語文法の問題点』（明治葦院）190－199   

頁．  

高橋弘（1964）「文と文との連接関係の指導一三年生の実態を中心に－」r実践国語j   

298（実践国語研究所／穂波出版社）282286頁．国語教育・言語発達、接続詞  

戸高菜（1964）「論理的文車の読解と文法指導 論説文 中学校の場合」『口語文法   

講座4 読解と文法』（明治薫院）1】0－148頁．国語教育・言語発達  

長尾勇（1964）「芥川龍之介の文体一逆接の接続語を中心として一」F計量国語学』   

29 24－31頁．接続詞  

永山勇（1964）「接続語」F講座現代語6 口語文法の問題点』（明治菩院）118－132   

頁．  

森重敏（1964）『日本文法通論』（風間詫房）．並立副詞・接続副詞・複合接続詞・  
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森重1955・森重1957  

浅野信（1965）「水掻はその中間に生ずる一接続詞をめぐって－」『国語研究』20（幽   

学院大学）l－22頁．  

市川孝（1965）「文章論の方法」了口語文法講座1 口語文法の展望』（明治籍院）  

112－141頁．市川1978  

市川孝（1965）「接続詞的用法を持つ副詞」『国文』24（お茶の水女子大学）ト7見   

市川1978  

井手重（1965）「一○副用言 4接続詞」『口語文法講座6 用語解説編』（明治帝院）   

293－304頁．  

大窪教海（1965）「〈中学校〉  読解指導における接続語の扱い」『文学研究』22（日   

本文学研究会）52－59頁．国語教育・言語発達、接続詞・接続助詞  

清水功（1965）「“たとへぼ’考一立証意識の変遷に関連して（中世から現代まで）   

－」・名古屋大学国語国文学』17 85－98頁．清水1975、清水1981  

進藤正邦（1965）「「接続語」につい て」『山口女子短期大学研究報告』20 ト6貝  

塚原鉄碓（t965）「接続語」『口語文法講宛2 各論研究編』（明治書院）212－236頁．   

塚原2002  

長田久男（1965）「文の連接」F口語文法瀾座6 用語解説編j（明治市院）38－55頁．  

市川孝（1966）「文体論と文章論」『文体論研究』8（日本文体論協会）32－40頁．   

連接関係、接続詞、市川1978  

桑原文次郎（1966）「文の連接と呼応について」『国語科教育』13（全国大学国語教   

育学会）62－68頁．国語教育・言語発達、連接類型  

長田久男（1966）「達文における叙述内容の反復」r論究日本文学』26（立命館大学）   

ト8見 長円1984  

成田正雄（1966）「（特集 数学とことば6） 括弧（カツコ）のはなし」『ことば   

の宇宙』1－3（テック（東京言語研究所ラボ教育センター））43－50頁■．法令文の「又   

は」「もしくは」  

土郡弘（1966）「連句と達文（二）」r学大田文』10（大阪教育大学）67－78頁．土部   

1973  

大久保愛（1967）『幼児言語の発達』（東京堂出版）．国語教育・言語発達、75－77頁・   

接続詞の発達  

岡村和江（1967）「副詞および連体詞の境界一詞・辞分類との関係」『講庵日本語の   

文法3 品詞各論』（明治帯院）24ト256貢．接続詞と副詞・連休詞との関係  

佐伯哲夫（1967）「現代文読解と文法3 接続語の機能」『講座日本語の文法4 文   

法指導の方法』（明治書院）69－89頁．佐伯1976  

橋本四郎（1967）「操続助詞と接続詞」r講擁El本語の文法3 品詞各論』（明治吾院）   

ユ63177頁．  

土部弘・宝示重美（1967）「児童の文段意識」『大阪学芸大学紀要 C．教育科学』   

8 145－157頁．国語教育・言語発達、児童作文の連接類型、土部1973  
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林四郎（1967）「文章における文の始発・承前・転換性について」『計量国語学』39   

ト18頁．  

林四郎（1967）「文章における文の始発・承前・転換性について（2）（39号よりの   

つづき）」『計量国語学』411－17頁．  

林四郎（1967）「文章における文の始発・承前・転換性について（3）（41号よりの   

つづき）」F計量同語学』421－17頁．  

森田良行（1967）「横坑詞の機能」r国文学研究』35（早稲田大学）14－24頁．森田1993  

吉成廷夫（1967）「接続詞「または」と「ならば」の論理的意味について」r国際商   

科大学論叢』1－174－80貿．  

市川孝（1968）『文章表現法』（明治書院）．105－119頁・文の続け方  

市川孝（196S）「文章研究の一課題一接続語句の省略について－」『教育科学国語教   

育』10－7（明治国吉）56－63頁．市川1978  

小野基（1968）「戯作脆から欧文脈ヘー接続語をとおしてみる－」『表現研究』8   

45－56頁．小野基＝木坂基、木坂1976  

柴原宜子（1968）「それから・すると・では」『たより』31（日本語教師連盟）28－36   

頁．（日本語教育）  

鈴木英夫（1968）「「不整表現」の実態とその意識」F国語と国文学』45－2 36－48乱   

接続詞に関する不整、「しかし」  

塚原鉄雄（1968）「接続詞」『月刊文法』1139－43頁．  

中村明（1968）「連接方式から見た文体の側面」咽語研究』26（閻撃院大学）1－12   

頁．  

林四郎（1968）「文章における文の始発・承前・転換性について（4）（42号よりの   

つづき）」F計異国語学』43・44 9－25頁．  

林四郎（1968）「文章における文の始発・承前・転換性について（完）」町計量国語学j   

4510－29頁．  

三尾砂（1968）「言語教育に立った国語教育」『KotobatoKurasiA 2（日本ローマ   

字会出版部）19頁．国語教育・言語発達、国立国語研究所1969町小学生の言語   

能力の発達』の接続詞調査結果に関して  

森田良行（1968）「しかし一発生と展開」Fことばの宇宙ヨ3－11（テック（東京言語   

研究所ラボ教育センター））39－47頁．森田1993  

市川孝（1969）「文脈展開の形態」r月刊文法』ト3 95－102頁．市川1978  

今西浩子（1969）「現代作家と積荷詞一安本美典氏による田子分析の上に」『昭和   

学院短期大学紀要』5 54－65頁．  

国立国語研究所（1969）『小学生の言語能力の発達j（明治図書）．国語教育・言語   

発達、210－213頁・40ト403頁ほか・接続詞使用能力の発達と間置点  

進藤正邦（1969）「「文章論」における接続詞の問題」r山口女子短期大学研究報告   

第1部人文・社会科学』24 31－36頁．  

進藤正邦（1969）「接続語の問題」r月刊文法』卜3 45－50頁．  
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塚原鉄雄（1969）「連接の論理一接続詞と接続助詞－」『月刊文法』2－2 68－74頁．  

永野賢（1969）r悪文の自己診断と治療の実際』（至文堂）．200－209頁・接続詞の分   

類  

林四郎（1969）『文章表現法講説』（学燈社）．国語教育・言語発達、358－369頁「第   

三編作文の部分練習 第三車文に文を続ける練習 第二節承前性の文・第三節転   

換性の文」  

堀田要治（1969）「副詞・接続詞は品詞か句か」『月刊文法』1－3 39－44頁．  

森田良行（1969）「文章論のめざすもの一その効用－」『月刊文法』1－3 70－74節．   

接続詞の機能、森田1993  

（明治書院）（1970）「特集 接続詞のすべて」『月刊文法』2－12．  

今西浩子（1970）「二つの『谷崎源氏』と F源氏物語』一その接続詞の問題をめぐっ   

て－」『昭和学院妓期大学紀要』6 18－27頁．  

遠藤好英・小野基・長田久男・松井利男・村上本二郎・山口轟二（］970）「接続詞   

小辞典口語編 あるいは1 あるいは2 おまけに および が けれども・け   

れど さて しかし しかしながら しかも したがって すると そしてユ・   

そうして そして2 そのうえ それから それで それでも・でも それとも   

それなら それに だが・ですが だから だけど ただし では ときに と   

ころが ところで ないし（は）なお ならびに また または もしくは」『月   

刊文法』2－12 65－87頁．小野基＝木坂基  

大石初太郎（1970）「どうすれば？… … … … … になるか 効   

果的な文章（悪文矯正の手帖 よりよい文章へ）」『国文学 解釈と教材の研究』  

15－2142－150頁．国語教育・言語発達、接続詞の表現上の効用  

小田島哲哉（t970）「接続詞の解釈一指導上のポイントー」『月刊文法』2－12111－118   

頁．国語教育・言語発達  

佐治圭三（1970）「接続詞の分類」『月刊文法』2－12 28－39有  

佐藤孝（1970）「接続詞ははたして必要か」『月刊文法』2－12104－110頁．  

谷村能男（1970）「接続詞は独立語か一国語数育の立場から－」『試論J16（武蔵野・   

甲南文学会）44－47頁．  

塚原鉄雄（1970）「接続詞－その機能の特殊性－」『月刊文法J2－1210－18頁．  

寺村秀夫（1970）「「あるいは」「または」「もしくは」「ないし（は）」」F講座正しい   

日本語4』（明治斉院）247－260貫．寺村1992  

永野賢（1970）『伝達論にもとづく 日本語文法の研究』（東京堂出版）．167－191頁   

「表現文法の問題一複合辞の認定について－」・永野1953、複合接続詞  

永山勇（1970）「接続詞の誕生と発達」『月刊文法』2－1219－27頁．  

湊吉正（1970）「撲綻詞の境界」『月刊文法』2－12 96－103頁．  

湊書正（］970）「接続詞に関する三つの問題」『言語学論叢』10（東京教育大学）54－64   

頁．  

池尾スミ（1971）「問題点を中心とした表現の指導－3」丁目本譜教育研究』4（言  
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語文化研究所）1－ユ0乱 日本語教育、接続詞、接続語旬「それはそうと」「それ   

にしても」等  

大石初太郎（1971）『話しことば論』（明治書院）．大石1954、大石1ウ59、大石1964  

Ⅵideiclli．Ono（1971）「TheTeaehingoftheJapaneseLanguageasaForeignTongue（lV）」   

r東京外国語大学論集』21139－151頁．日本語教育、接続詞の分類  

国立国語研究所（1971）「言語の表現機能と伝達効率の研究」『昭和45年度国立国語   

研究所年報22』（秀英出版）3ト43貫．国語教育・言語発達、幼児の接続詞の実態、   

「それで」  

高橋巌（1971）「幼稚園教師のことば－「しりとり式話法」と「鎖連歌式話法」そ   

のほか」『日本語』11－4（国語を愛する会）9－10頁．国語教育・言語発達、幼   

稚園教師の接続詞（そうして、そして等）の多用  

土部弘（1971）「現代文法・文関係論」『講座正しい日本語第五巻 文法編』（明治   

寄院）89－106頁．接続詞の想定、土部1973  

土部弘（1971）「文の関連的地位」『学大国文』1d（大阪教育大学）64－72頁．連接   

関係、土部1973  

宮地裕（1971）『文論一現代語の文法と表現の研究－』（明治書院）．210－234頁「文   

脈と文法」・宮地1960、接続詞の機能  

渡辺実（1971）『同語構文論』（幅育房）．並列副詞・接続副詞  

伊東道雄（1972）「文章の構成を理解させるための指導事例（′」、学校二年） 文と   

文との続き方に気づき指示語や接続語の役割を理解させる」『教育科学国語教育』  

14－7（明治囲苦）33－37頁．国語教育・言語発達  

宇都宮利久（1972）「論理的な文帝表現力を育てるための指導一文の連接関係につ   

いて－」『愛媛県教育センター教育研究紀要』28 ト14頁．国語教育・言語発達、   

接続詞の使用の実態・適切な使用  

岡本哲也（1972）「日本語テキストの構造分析」『計量国語学』621－11頁．  

唐木順三（1972）「助詞・接続詞の発音の仕方」『国語教育」14－2（三省堂）1貫i．   

国語教育・言語発達、「そうして」「けれども」「それで」  

鈴木真幸（1972）F日本語文法・形態論』（むぎ書房）．  

田中正巳（1972）「文章の構成を理解させるための指導事例（小学校三年） 文と   

文との接続の関係を理解させる→「春の祭り」（光村三年下）の展開をめぐって－」   

『教育科学国吉吾教育』14－7（明治囲帯）3842頁．国語教育・言語発達  

都岡昭夫（1972）「「ところが」と「ところで」の適時的考察その逆接仮定条件表   

現用法の成立時期をめぐって」F国語学』88 43－55頁．接続詞「ところが」  

永野賢（1972）『文章論詳説 文法論的考察j（朝倉奇店）．文の連接（接続云射  

船坂民平（1972）「作文指導における一考察一指続詞を中心にして－－」『岐阜大学国   

語国文学j 8 63－75頁．国語教育・言語発達  

掘川勝太郎（1972）「文章の構成を理解させるための基本的指導事項 文と文との   

接続の理解のさせ方」F教育科学国語教育』14－7（明治図書）5－10頁．国語教育・  
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言語発達  

水谷静夫・田中幸子（1972）「語の並列結合子」r計貴国語学』6319－36頁．並列   

接続詞  

青木伶子（1973）「〈登料1〉 接続詞および接続詞的語彙一覧」鈴木一彦・林巨樹   

編・’品詞別日本文法講解6 接続詞・感動詞』（明治雷院）210－253頁．  

市川孝（1973）咽語教育のための 文章論Jr（教育出版）．接続語旬  

井手至（1973）「接続詞とは何か一研究史・学脱史の展望－」鈴木一存・林巨樹編F品   

詞別日本文法講座6 接続詞・感動詞』（明治帯院）4688頁．  

京極興一・松井栄一（1973）「接続詞の変遷」鈴木一彦・林巨樹編『品詞別日本文   

法講座6 櫻続詞・感動胡』（明治苔院）89－136頁．  

国立国語研究所〔大久保愛〕（1973）『幼児の文構造の発達一3歳～6歳児の場合－』   

（秀英出版）．国語教育・言語発達、第2部第6華接続詞の用法  

鈴木一彦（1973）「品詞分類の歴史と学説」鈴木一彦・林巨樹編F品詞別日本文法   

講座1 品詞総論』（明治書院）79－131頁－．  

鈴木一彦・林巨樹編（1973）F品詞別日本文法講座6 接続詞・感動詞』（明治書院）．  

田上正立（1973）「接続詞の意味的横能について一対象の体系的分類と領域の種類－」   

r同語国文 研究と教育』1（熊本大学）81－88頁．  

長田久男（1973）「連文の研究一対象と方法－」ア岡山大学教育学部研究集録』37  

192179頁．文の関連性の慣習的指標（文の部分が指標である場合）  

中村明（1973）「接続詞の周辺一同帰に属する語の文法的性格一」『ことばの研究』   

4（国立国語研究所）79100頁．「すなわち」「つまり」「要するに」「たとえば」「い   

わば」「しょせん」  

西谷元夫（1973）「表現上の問題点二つ その一「…ならないさきに」 その二接   

続詞「そして」の用法」『解釈j19－5（解釈学会）4547頁．  

土部弘（1973）『文章表現の樺構【国語教育の実践原理を求めて－』（くろしお出版）．   

土部1962、土部1966、土部1967、上部1971、土部1971  

林巨樹（1973）「文章論・文論と品詞」鈴木一彦・林巨樹編r品詞別日本文法講恥  

1 品詞総論』（明治市院）133－162頁．接続詞、林1976  

林四郎（1973）『文の姿勢の研究 言語教育其麓論1』（明治哲院）．  

森岡健二（1973）「文章展開と接続詞・感動詞」鈴木一彦■林巨樹編『品詞別日本   

文法講座6 接続詞・感動詞』（明治再院）744頁．  

矢野健太郎（1973）「数学とことば」F言語』2－6 2－10頁．「または」「および」  

玉田則夫（1973）「接続詞のアクセント」『日本語』13－10（同語を愛する会）2－4頁．  

池尾スミ（1974）『文章表現』（国際交流基金）．日本語教育、39－49頁・文章の展開   

と接続語旬類、144－146頁・接続語旬類その他（文・文章の展開に関する表現）、  

1979第2版・1990第3版凡人社  

氏家洋子（1974）「「関係づけ表現」としての「接続語」」『早稲田大学語学教育研究   

所紀要』12 卜16頁．  
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北原保雄（1974）「陳述副詞と接続詞と感動詞と－その構文論的位置づけについて－」   

『季刊 文学・語学し〕74（全国大学国語国文学会）24－38罰1  

阪倉篤義（1974）『改稿日本文法の話J（教育出版）．3947頁・接続詞、阪倉1952  

清水功（1974）「逆接の接続詞と言文一致初期′ト説の文体一美妙・四迷を中心に“」   

『名古屋大学国語国文学』34 49－54頁．清水1975、清水1981  

長田久男（1974）「達文の諸相（2）一接続副詞の達文的職能－」『岡山大学教育学   

部研究集録j40118－109頁．長田1984  

林四郎（1974）「文の承前形式から見た日英両語の比較」r東田千秋教授還暦記念論   

文集 言語と文体』（大阪教育図書）364－374頁．対照研究、林1978  

水谷静夫（1974）「日本語を考える6 再び文法と意味」『BiL コンピュータ・サ   

イエンス誌』6－6（共立出版）424－430頁．並列の接続詞、「および」「または」寄  

書田浩（1974）「説明的文串の読解能力と作文能力との鞍点一接続詞の働きを中心   

として－」r国語国文 研究と教育』2（熊本大学）58－65頁．国語教育・言語発   

達  

市川孝（1975）「文章論」r覆刻文化庁国語シリーズⅩ 文章の構成■表現』（教育   

出版）97－125頁．市川1963の覆刻、接続語句の機能・類型、市川1978  

岡田俊恒（1975）「接続詞の効用」r防衛大学校紀要』30 297－314頁．対照研究  

小川輝夫（1975）「接続副詞の機能」r島大国文J4（島根大学）30－42毘  

国立国語研究所（1975）「現代児車・生徒の言語能力の動態調査」『昭和49年度国立   

国語研究所年報26』（秀英出版）38－62頁．国語教育・言語発達、接続詞の発達  

佐久間まゆみ（1975）「新聞社説における段落区分の形態的特質について」『国文』   

40（お茶の水女子大学）23－37頁．  

清水功（1975）『文法と表現の基礎的問題一場と話材語と・文体と活線語とj（中   

部日本教育文化会）．1975初版（清水1965、清水1974）、1981第二二版（増補）（清   

水1978）  

永尾章曹（1975）『国語表現法研究』（三弥井帯店）．333337頁「接続詞、感動詞に   

ついて」  

林四郎（1975）『文学探求の胃語学』（明治帯院）．国語教育・言語発達、選挙公報   

文章の接続詞（林1958）、ノ」、学生の作文の接続詞（林1958）  

久松豊（1975）「選択接続詞について」F東北学院大学論集 英語・英文学』64 2ト33   

頁．対照研究  

村田年（1975）「日本語における文連接について英文法の観点から－」F木更津工   

業高等専門学校紀要』8 76－89頁．対照研究  

市川孝（1976）「副用語」首岩波講座日本語6 文法Ⅰ』（岩波露店）219－258頁．市   

川1978  

岡崎晃一（1976）「芥川龍之介の文体の基礎的研究一小説における接続詞のあとの   

読点－」『解釈j22－11・12（解釈学会）83－87罰」  

川本喬（1976）「新情報・旧情報の表現」r講座日本語教育 第12分冊』（早稲田大学）  
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111－120頁．「だから」「それで」  

木坂基（1976）『近代文章の成立に関する基礎的研究』（風間書房）．第三章第二節「戯   

作脈から欧文脈へ」・木坂1968  

佐伯哲夫（1976）r語順と文法」（関西大学出版・広報部）．241－257頁「接続語の楼   

能」■佐伯1967  

坂野登・天野清（1976）㌻現代心理学双苦3 言語心理学』（新読帯社）．国語教育・   

言語発達、230頁「だから」の発達過程、1993独立単行本発行  

佐久間まゆみ（1976）「段落の要約を主とした中級日本語の指導について」『日本語   

学校論集』3（東京外国語大学）138－159頁．日本語教育  

高橋俊三（1976）「独話（スピーチ）における「接続のことば」の実態と指導一中   

学生独話指導の方法をさぐる－」『国語科教育』23（全国大学国語教育学会）20－26   

頁．国語教育・言語発達  

田中寛（1976）「「接続詞」と基本文型」『研修』180（財団法人海外技術者研修協会）  

18－20頁．日本語教育  

杖下降英（1976）「日本語と論理1「そして」」『UP』5－4（東京大学出版会）16   

頁．  

杖下隆英（1976）「日本語と論理2 「そして」の詩と真実」『up』5－5（東京大   

学出版会）16－21頁．  

杖下降英（1976）「日本語と論理3 「または」」『UP』5－6（東京大学出版会）7－12   

貫．  

長田久男（1976）「構文論と達文論との関係」『今井文男教授還暦記念論集 表現学   

論考』（今井文男教授還暦記念論集刊行委員会）347－354頁．接続副詞、長田1984  

中村邦夫（1976）「志賀直哉の文体－「暗夜行路」の文体的位置を中心に」『佐藤   

喜代治教授退官記念 国語学論集』（桜楓社）505－523頁．「しかし」「が」「－が一 」   

三語間の使用率  

林巨樹（1976）r近代文章研究一文章表現の諸相」（明治帯院）．141170頁「文章論・   

文論と品詞」 ・林1973、接続詞  

京極興一（1977）「接続詞「が」－その発達と用法をめぐって－」F松村明教授還暦   

記念 国語学と国語史』（明治書院）577－592頁．  

長田久男（1977）「素材郎の無形化表現と達文的職能」『立命館文学』379・380・381   

293307頁．長田1984  

中村邦夫（1977）「芥川龍之介の文体－「しかし」「が」「－が一」三語間の使用率   

からみて－」『′」、松代融一教授退職・嶋稔教授退官記念 国語学論集』（岩手国語   

学会国語学論集刊行会）8ト116頁．  

松下厚（1977）『日本語文法学の体系』（明治書院）．84－90頁・98－99頁・151頁・連   

接副詞  

森田良行（1977）「基礎日本語】一意味とイ吏い方』（角川書店）．森田1989  

市川孝（1978）『新訂文章表現法』（明治帯院）．10小121頁・文の続け万  
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市川孝（1978）F門語教育のための 文章論概説』（教育出版）．接続語旬  

遠藤織枝（1978）「作文における誤用例－モスクワ大学生の暢合」『日本語教育』34   

35－46頁．日本語教育、接続詞の誤用  

菅野重昭（1978）「「銀河鉄道の夜」の文体分析換言および逆接の表現」『解釈』   

24【10（解釈ごjた会）14－19頁．  

塩揮和子（1978）「明治期の国定教科苦一言文一致体の成立に果たした役割」『国   

文学論集．11（上智1一大学）117－160頁．第1期・第2期国定読本・『口語法√・『口   

語法別記』の接続詞、塩澤1991  

括水功（1978）「場と話線語－「浮雲」「其面影」におけるいわゆる逆接の接続詞を   

中心に－」咽語学論集 第 一輯』（笠間書院）77－96頁．清水1981  

鈴木一彦（1978）「教科文典に於ける「接続詞」」『山梨大学教育学部研究報告（人   

文社会科学）』29 21－31頁．鈴木1979  

タマキヒデヒコ（1978）「接続詞「および」「または」はどうして「及び」「又は」   

にされたか－「新湊字表試案」の「説明資料」の「素性」について－」『カナノ   

ヒカリ』674（カナモジカイ）2－5頁．接続詞の仮名帯き、第12期国語審議会、説   

明資料  

玉木英彦（1978）「接続詞「および」「または」はどうして「及び」「又は」にされ   

たか－「新湊字表試案」の「説明資料」の「素性」について」Fみすず』20－10（み   

すず吾房）32－35・25頁．接続詞の仮名帯き、第12期国語帝議会、説明資料  

タマキヒデヒコ（1978）「接続詞「および」「または」はどうして「及び」「又は」   

にされたか」『日本語』18－9（国語を愛する会）6－11封．接続詞の仮名雷き、第12   

期国語審議会、説明資料  

林四郎（1978）『言語行動の諸相』（明治普院）．対照研究、337－349頁「文の承前形   

式から見た日英両語の比較」・林1974  

松山市造（1978）「連戦・母と子の文法教室17 文と文との連接（その1）」r国   

語の授業j28（児蒐言語研究会／一光社）113－117gi．連接類型  

井出祥子（1979）F女のことば 男のことば』（日本経済通信社），58頁・接続詞使   

用の男女差  

加留部謹一（1979）「文のつなぎ『接続詞』の使用状況－をさぐる」『福岡教育大   

学酎語国文学会誌』2122－29頁．国語教育・言語発達  

菅野圭昭（1979）「場面展開と文の連接一宮沢賢治「銀河鉄道の夜」の叙述をめぐっ   

て－」F都留文科大学研究紀要』15 56－67頁．  

坂梨隆三（1979）「「だのに」「なのに」をめぐって」r同語と国文学』56－9 43－58頁．  

佐久間まゆみ（1979）「女性の論理と文章一月刊詰巻頭随筆及び入社試験小作文に   

おける接続語旬使用の男女比較の試み」人間文化研究会編『女性と文化 社会・   

母性・歴史』（白馬出版）55－95頁．  

清水功（1979）「場面と文体と詰線語一二葉亭『平凡」におけるいわゆる逆接の接   

続詞を一例として－」『松村博司先生古稀記念 国語国文学論集』（笠間雷院）  
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527－537毘  

鈴木一彦（1979）「教科文典に於ける「接続詞」」r国文学論集』17（山梨大学）4757   

頁．鈴木1978  

徳島一夫（1979）「（三学期の教材研究） 接続詞について（二丈の関係）」『国語の   

授業』34（児童言語研究会／一光社）67－75頁．国語教育・言語発達  

長田久男（1979）「「達文に関する教育」の史的展開一昭和二○年以降－」r岡山大   

学教育学部研究集録』50－2 328314頁．国語教育・言語発達  

林四郎（1979）「メタ言語機能の働く表現」F文集言語研究 言語篇』3（筑波大学）   

53－71頁．「すなわち」「なぜなら」、林1987、（対照研究）  

Mizutani，0．・Mizutani，N．（水谷修・水谷信子）（1979）「Ja” じゃ…・・・ （Then．．．）」   

『NihongoNotes2 ExpressingoneseIfinJapanese』（TheJapanTimesLtd，）18－19   

頁．日本語教育、水谷・水谷1988『外国人の疑問に答える日本語ノート1』、「で   

は」「それじゃ」  

Mizutani，0．・Mizutani，N（水谷修・水谷信子）（1979）「Datte，．だって・・・・・・   

（Because，，．）」l‘NihongoNotes2 ExpressingoneselfinJapanese』（TheJapan   

TimesLtd．）26－27頁．日本語教育、水谷・水谷1988F外国人の疑問に答える日   

本語ノート1』  

Mizutani，0．・Mizutani，N．（水谷修・水谷信子）（1979）「Sikasi．．．しかし・””   

（But．．，）」rNihongoNotes2 ExpressingoneselflnJapanese』（TheJapanTimes   

Ltd．）28－29頁．日本語教育、水谷・水谷1988『外国人の疑問に答える日本語ノー   

ト1』  

Mizutani，0．・Mizutani，N．（水谷修・水谷信子）（1979）「Toyuu－tO．‥ と いうと…・・・   

（So．，，？）」『NihongoNotes2 ExpressingoneselfinJapanese』（TheJapanTimes   

Ltd．）46－47頁．日本語教育、水谷・水谷1988『外国人の疑問に答える日本語ノー  

ト2j、「というと」「というのは」  

Mizutani，0．・Mizutani，N．（水谷修・水谷信子）（1979）「Sore－nishite－mO” それ   

に しても・・・，・・（Evenso）」『NihongoNotes2 ExpressingoneselfinJapanese』   

（TheJaparlTimesL［d．）124T125頁．日本語教育、水谷・水谷1988：外国人の疑   

問に答える日本語ノート2』、「それにしても」  

山口仲美編（1979）F論集日本語研究8 文章・文体』（有精堂），文章論研究論文   

7網収録、森田1958、土部1962、市川1973第ⅠⅤ章  

石神照雄（1980）「接続詞について」『信州大学敬重部紀要』】4－11－11頁．  

大熊徹（1980）「ノト学生の作文に見る「でも」から「しかし」への発達傾向」『月刊   

国語教育研究』94（日本国語数青学会）3036頁．国語教育・言語発達、井上・   

大熊1985  

大塚昭夫（1980）「文の接続に注意させる関連指導－「秋祭り・他」」『実践国語   

研究』4－3（明治図雷）38－44頁．同語教育・言語発達、「しかし」等  

大村彰道・撫尾知信・樋口一辰（1980）「文間の接続関係明示が文章記憶に及ぼす  
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影響」F教育心理学研究』28－3（日本教育心理学会）174－182頁．国語教育・言語   

発達、文間の接続関係  

北條淳子（1980）「中級読解教材における接続詞の問題」r講座日本語教育 第16分   

冊』（早稲m大学）20－36頁．日本語教育  

塩澤和子（1980）「言文一致体の成立一演説速記の果した役割（二）」『国文学論   

集』13（上智大学）27－54頁．明治20年前後の演説の接続詞  

白井英俊（1980）「文章理解と意味結合関係」『計異国吉吾学』12－7 308320頁．連   

接関係の分類  

玉木英彦（1980）「異字同訓をこれ以上ふやさないために」r言語J95 23毘 接   

続詞の仮名番き  

長田久男（1980）「並列副詞の達文的職能」『岡山大学教育学部研究集録』55 222－213   

頁．長田1984  

西沢誠子（1980）「武者／ト路実篤の接続詞について」用召和学院匡信吾国文』13 88－94   

頁．  

蛭田正朝（1980）「（中学年）到達基準の設定と学習のシステム化－「接続語」の指   

導を通して－」r教育科学国語教育』271（明治図吾）4ト46頁．国語教育・言語   

発達、接続詞の使用の実態と到達基準  

藤友雄略（1980）「幼児における語彙の発達的研究」r北海道教育大学紀要 第1部   

C』3117ト79頁．国語教育・言語発達、4～6競児の接続詞  

森田良行（1980）F某礎日本語2一意味と使い方』（角川杏店）．森田1989  

池田進一（1981）「接続詞明示と推理能力が乱脈文の多試行自由再生における体制   

化に及ぼす影響に関する発達的研究」r教育心理学研究』29－3（日本教育心理学会）   

207－216頁．国語教育・言語発達  

江湖山恒明（1981）『国語表現論の構想』（明治書院）．105－146頁「第二 和歌の表   

現」、古典和歌と近代闇文・散文の接続詞使用の比較  

清水功（1981）F文法と表現の基礎的問題一場と話材語と・文体と話線語と－』（第   

二版）（中部円本教育文化会）．1975初版（清水1965、清水1974）、1981第二版（増   

補）（清水1978）  

高崎みどり（1981）「／ト説の中の会話文について」Fことばj 2（現代日本語研究会）   

86－97頁．接続詞の出現率  

田中章夫（1981）「接続の表現と語法」『日本語・日本文化』10（大阪外国語大学）  

1－2ユ頁．田中2001  

MizLltani，0．・Mizutani，N．（水谷修・水谷信子）（1981）「Dakara・・・だから・・”・ （So．   
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